
児
童
ク
ラ
ブ
登
録
児
童
募
集

児
童
ク
ラ
ブ
登
録
児
童
募
集

児
童
ク
ラ
ブ
と
は

　

保
護
者
が
労
働
な
ど
の
理
由
に
よ
り

昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
校
の
児
童
を

お
預
か
り
し
、
放
課
後
の
生
活
の
場
を

提
供
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
に
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
加

入
が
必
要
な
児
童
の
保
護
者
の
方
は
、

次
の
と
お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

① 

保
護
者
が
家
庭
の
外
で
仕
事
を
し
て

い
る
場
合

② 

保
護
者
が
家
庭
の
中
で
児
童
と
離
れ

て
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場

合
③ 

保
護
者
が
病
気
、
負
傷
、
心
身
に
障

害
を
有
す
る
場
合

④ 

保
護
者
が
出
産
の
前
後（
原
則
と
し

て
産
前
２
ヶ
月
・
産
後
３
ヶ
月
間
）で

あ
る
場
合

⑤ 

保
護
者
が
長
期
に
わ
た
る
病
人
、
ま

た
は
心
身
に
障
害
を
有
す
る
同
居
の

親
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る
場
合

⑥ 

家
庭
に
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害

が
あ
っ
た
場
合

※ 

①
か
ら
⑥
に
該
当
し
な
い
場
合
は
、

加
入
申
込
書
を
提
出
さ
れ
て
も
児
童

ク
ラ
ブ
で
お
預
か
り
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
期
間

　

10
月
９
日（
火
）

　
　

〜
11
月
９
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

※ 

特
別
な
理
由
に
よ
り
期
間
内
に
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
必

ず
町
民
課
こ
ど
も
係
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法

　

町
民
課
こ
ど
も
係
・
東
原
児
童
館
・
大

林
児
童
館
に
10
月
９
日（
火
）か
ら
申
込

書
を
用
意
し
ま
す
。
期
間
中
に
、
町
民

課
こ
ど
も
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

毎
年
小
学
校
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
す
が
、
窓
口
は
町
民
課
こ
ど

も
係
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

定
員　

　

東
原
児
童
館　

１
５
０
名

　

大
林
児
童
館　

２
９
０
名

※ 

長
期
休
み（
夏
休
み
な
ど
）の
み
ご
利

用
の
方
も
こ
の
期
間
内
で
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
で
き
る
時
間

○ 

通
常

　

 　

月
曜
〜
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

は
、下
校
時
か
ら
午
後
６
時
30
分
ま
で

　

 　

土
曜
日
は
、
午
前
８
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で

○
長
期
休
暇
等

　
 　

夏
・
冬
・
春
休
み
お
よ
び
振
替
休
校

日
は
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
30

分
ま
で

※ 

児
童
ク
ラ
ブ
に
登
録
し
な
い
場
合
は
、

一
度
家
に
帰
っ
て
か
ら
一
般
来
館
で

ご
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
料

○ 

児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
と
し
て
、
全
児

童
に
利
用
料
年
額
２
、０
０
０
円
が

か
か
り
ま
す
。

平
成
31
年
度

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
課
こ
ど
も
係（
32
）３
１
１
４

区　　　　分
保護者の負担額
（児童1人につき）

利用料
1年生～6年生 年額　2,000円

土曜日 1回　500円

間食費及び個々の児童が
必要とする教材費

実　費
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健康づくりのつどい
健康で生き生きとした豊かな生活を送ることができる地域づくりについて
皆が考える場として「健康づくりのつどい」を開催しています。

日　程

場　所

10/20土〈開場〉午後０時30分～
エコールみよた あつもりホール

第1部 午後１時～
自らの健康のため、町民の健康を守るために活動している皆さまによるステージ発表

⑴スマイルクラブ（体操）　⑵はつらつサポーター（体操）　⑶保健補導員会（健康劇）

『生と向き合うということ』『生と向き合うということ』
～復元納棺の現場から～～復元納棺の現場から～

入場
無料

第2部 午後2時～

講演会（90分）

講師　復元納棺師

笹原 留似子 氏

主催：御代田町　問い合わせ先　保健福祉課健康推進係（３２）２５５４

東日本大震災では、ボランティアとして被災地に

入り、生後10日の赤ちゃんから90歳を越える高齢

者まで約300人を5か月以上かけて見送るととも

に、主に安置所において遺族へのグリーフケアを

行なわれ、現在も納棺の仕事のかたわら、長期的視

野に立った被災者支援の活動を続けられています。

〔主な著書〕
2012年 2011年度
 「シチズン・オブ・ザ・イヤー」受賞

2012年 第65回岩手日報文化賞　社会部門受賞

2013年 2012～2013年度 国際ロータリー
 第2530地区 職業人表彰受賞（福島県）

2015年 社会貢献支援財団　社会貢献賞受賞

（写真提供　株式会社　桜）
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